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研究成果の概要（和文）：介護保険施設に勤務する介護職員の口腔機能維持・管理に関する知識と技術は保持さ
れているものの，個人差があり，客観的判断基準が不十分で知識の不均衡な点がみられた。また，介護職員は自
分自身の歯科保健行動が習慣化されており，歯科保健に関する意識も高いと自己評価しているが，一方で歯科に
対して自信がなく，知識があいまいであると考えていた。介護職員の歯科に関する知識と技術は，個別の歯科習
慣と施設業務で習得されたものと考えられ，体系的な歯科教育，歯科専門職の積極的な関与の必要性が示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：Caregivers working in a nursing home retained knowledge and skills related 
to oral function maintenance and management. However, there was the individual difference there, and
 there was the point in which the objective criterion was insufficient and knowledge was unbalanced.
 And, the nursing staff self-evaluated that their own dental health action is habituated, and that 
the consciousness on the dental health is also high. On the other hand, there was no confidence for 
the dentist, and it was considered that the knowledge was vague. It was considered that the 
knowledge and technique on the dentistry of the nursing staff were acquired in individual dental 
practice and facilities work, and the necessity of systematic dental education and positive 
involvement of the dentist professional was indicated.

研究分野： 老年社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，介護職員の口腔機能維持・管理に関する知識と技術を自己評価と客観的評価の側面から検証した。
本研究で得られた知見は，歯科・福祉の連携，多職種協働の推進に貢献できる。また介護職員の歯科に対する認
知バイアスを考慮に入れた「口腔機能維持・管理能力向上プログラム」の開発をすすめている。研究を通じてプ
ログラムが介護場面に浸透することで，入所者の口腔機能維持･改善を図ることが期待でき，老年症候群に対応
する具体的方略を示すことが可能になる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

フレイルをはじめとする老年症候群に抗う歯科医療への期待が高まっている。それには，
口腔機能の維持・改善が必須であり，歯科専門職と介護職員との密接な連携による知識や
技術などの共有化が不可欠である。 
(1)実際の介護保険施設では，歯科専門職が常駐しないことが多く，日常的口腔ケアは介護
職員に委ねられている。そのため，介護職員が簡単に口腔評価をできる方法が求められる。
口腔衛生及び咀嚼・嚥下機能に関しては多くの評価シートが報告されているが，客観的に
口腔状態を測定する既存の評価シートの多くは，医療職が使用することを想定しており，
介護場面において医療職以外の介護職員が簡単に利用できる評価シートは見当たらない。 
(2) 介護職員の歯科知識に関する既存研究では，介護職員は歯科関連の知識を十分に知っ
ていること，その中でも歯周病に関する知識が豊富であることが報告されている。一方で，
介護職員の歯科知識は不十分で，口腔状態や機能の評価では不明瞭さが顕著であるとの報
告も散見される。ただし既存研究が歯科知識として検討した用語は，主に口腔保健に関す
るものであり，要介護高齢者の口腔機能維持・管理に必要な用語については，十分な検討
がされているとはいえない。 
(3) 通常，人は様々な事象を認知し，その経験に基づいて行動する。その際，重要となる
のが認知バイアスである。具体的には，介護職員自身の歯科医療の経験，歯科専門職に対
する信頼，補綴物や義歯への関心，歯磨きの重要度といった価値観が利用者支援にそのま
ま反映される可能性が高い。したがって，介護職員の口腔ケアを充実させるためには，ま
ずは介護職員が自分自身の歯科保健行動に自信をもつことが重要である。先行研究では，
一般の人を対象に歯科保健行動を分析したものがあるが，介護職員の歯科保健行動を検証
した研究はみられない。 
 
２．研究の目的 
(1)介護職員が日常的に口腔衛生及び咀嚼・嚥下機能を把握できるための簡便な評価方法の
開発を目指し，これまでに本研究メンバーで作成した「介護職版簡易口腔評価シート」の
有効性を検証するため，歯科専門職と介護職員との間で口腔評価の一致度を検証した。 
(2) 介護職員の有する歯科知識の現状を把握し，歯科専門職から介護職員への適切な関わ
り方を示すてがかりとするため，介護職員者に対して代表的な歯科用語の認知度を定量的
に測定し，認知特性を明らかにすることを目的とした。 
(3)介護職員の歯科保健行動の現状と自己評価を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)介護保険施設に勤務する介護職員 45 人，歯科専門職 3 人（歯科医師 1 人，歯科衛生士 2
人）を調査対象とした。入所者 45 例において異なる評価者，すなわち介護職員と歯科専門
職により同時に評価を実施した。口腔評価は 2 度行い，評価の間に歯科医師よる評価実施
の助言指導を行った。口腔評価は「介護職版簡易口腔評価シート」を用いた。評価シート
は，①口腔衛生スコア 3 項目（汚れの付着，舌苔の付着，口臭），②咬合咀嚼スコア３項目
（噛み合わせ，義歯の不具合，硬食品の咀嚼），③口腔機能スコア３項目（開口，舌突，口
腔乾燥）の全 9 項目で構成される｡統計分析は，評価項目ごとにその完全一致率を Fleiss
および Cohen のκ係数，級内相関係数を求めた。  
(2)介護保険施設に勤務する介護職員 195 人を対象とした．調査は，2018 年 1 月～2 月の期
間に各施設を通じた郵送法調査を実施した．調査項目は，個人属性（年齢，性別，介護職
経験年数），歯科用語の認知である．歯科用語は，歯科専門職が一般に用いる歯科関連用語
を既存研究から抽出し，さらに口腔機能維持・管理の口腔評価に用いられた用語を加えて，
20 項目を選定した．回収された調査票のうち，すべての問いに回答した 181 名を分析対象
とし，歯科用語の項目ごとに，平均得点，標準偏差を求めたのち，クラスター分析により
項目について認知度の類似性を分類した． 
(3)介護保険施設に勤務する介護職員 233 人を調査対象とした。調査は，2018 年 1 月～2 月
の期間に郵送法調査を実施した。調査項目は①年齢，性別，職場経験などの個人属性，②
一日の歯磨き回数，③口腔状態及び口腔 QOL，④歯科保健行動，⑤実現因子・歯科教育環
境，⑥強化因子，⑦準備因子とした。調査項目は河村ら（1992，1997）の研究を参考に作
成した。統計解析は各項目の肯定的評価を単純集計した。 
 
４．研究成果 
(1)口腔評価１回目は，Cohen's Kappa0.249～0.802，平均 0.472 であり，口臭と舌突以外のκ
係数は 0.6 未満で介護職員と歯科専門職の一致度は低かった。級内相関係数 0.543～0.891，
平均 0.712 と比較的高い一致性を示した。歯科医師による助言指導後の口腔評価２回目は，
Cohen's Kappa は各項目で 0.6 以上，平均 0.719 になり，級内相関係数も 0.888 と介護職員
と歯科専門職の得点差に有意な改善がみられた。介護職員の評価傾向をみると，硬いもの
の食べ難さ，奥歯の噛み合わせを悪く評価する傾向があった。状態を良く評価する傾向が
あった項目は，乾燥，義歯の不具合であった。口腔評価１回目には評価得点に散らばりが



みられたものの，歯科医師の助言指導後の 2 回目は，散らばりが縮小した。介護職は，口
腔状態を経験に基づき判断しており，歯科知識の不足と客観的判断基準があいまいな点が
歯科専門職と得点差につながることが示唆された。 
(2)介護職員に広く認知されている歯科用語は，歯石，歯垢(プラーク)，食物残渣，歯周病，
舌苔，歯間ブラシ，誤嚥性肺炎，総義歯，部分床義歯，義歯安定剤など口腔機能維持・管
理に関する用語であった。一方で，口唇や口蓋といった解剖学的用語は，人によりその認
知が分散し，口腔機能維持・管理に関する用語の中でもインプラント，ブリッジ，唾液腺，
残根については，その認知にあいまいさがみられた。また，クラスプに関しては介護職員
にほとんど認知が進んでいないことが分かった。介護職員の歯科用語に対する認知度は一
律でなく，用語によってその度合い，傾向が異なることが示された。その要因として，介
護職員に対して体系的な歯科教育が実施されておらず，介護保険施設入所者の多くが義歯
を使用しており，固定性補綴物や残根，特にインプラントの人が少ないこと，介護保険施
設で口腔機能維持・管理の対応が遅れている点で知識が未発達であることが考えられた。 
(3) 介護職員の歯科保健行動に関する自己評価は，先行研究と比較してどの項目も肯定的
評価で高い値が得られた。このことから，介護職員は歯科保健行動が習慣化されており，
歯科への意識も高いことが分かった。歯科受診では肯定回答が 34.9％と先行研究の 61％と
比較して低く，歯科受診に抵抗のある人が多い。歯垢をみたことがあると回答した人は
38.4％と思いがけず低い結果であった。本来，歯垢を落とすのが口腔ケアの基本であるが，
介護職の歯垢への知識不足，もしくは口腔ケアを食渣の除去ととらえている可能性がある。
また，歯科医師に褒められた経験がある人は 12％程度であり，この結果は歯科への自信の
低さに影響する可能性がある。実際，歯磨きで歯周病の予防ができると回答した人は 23.2％
と低い値を示しており，定期的受診も 29.2％と低く，歯磨きや歯科保健行動に十分な信頼
をもたない可能性が示された。 
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